
 

 

 
 

 

 

「科学技術イノベーションの基盤的な力に関するワーキンググループ」 

報告書（骨子案） 

 

 

 

１．大学・国研における多様な資金の獲得  

○寄附拡大に向けた大学や国研の機能強化 

○評価性資産（株式、土地、建物）の寄附の拡大 

○大学や国研への個人寄附の拡大 

○ふるさと納税及び企業版ふるさと納税の活用 

○関係府省の協力による大学・国研に寄り添った支援      等 

 

２．大学発、国研発ベンチャーの創出・活動促進 

○国立大学法人における株式等の保有要件の緩和  

○国立研究開発法人による出資の可能化 

○技術シーズとニーズの実効あるマッチングの実施 

○大学・国研の調達の効率化 

○公共調達の活用等による中小・ベンチャー企業の活性化    等 

 

３．大学の人材育成機能を活用した産業界人材の育成  

○産学連携による学位プログラム等の創設 

○起業家の育成と活躍促進                  等 

 

４．資金の効果的・効率的な使用  

○戦略的産学連携経費の活用 

○研究費の効果的な執行 

○自己収入を効果的・効率的に使用する会計制度        等 
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